
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和４年度第３回滋賀県がん診療連携協議会 緩和ケア推進部会 

開 催 日 時 令和５年３月２日（木）18時～19時10分 

開 催 方 法 ZoomによるWEB開催 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院         花木 宏治 

滋賀医科大学医学部附属病院    森田 幸代 

滋賀医科大学医学部附属病院    林 駒紀 

大津赤十字病院          三宅 直樹 

大津赤十字病院          山本 茂子 

滋賀県立総合病院         辻森 弘容 

滋賀県立総合病院         冨永 千鶴 

市立長浜病院           田久保 康隆 

市立長浜病院           宮崎 恵子 

高島市民病院           天野 明美 

公立甲賀病院           岡垣 哲弥 

公立甲賀病院           井上 由美 

市立大津市民病院         津田 真 

市立大津市民病院         杉江 礼子 

長浜赤十字病院          中村 一郎 

ヴォーリズ記念病院        奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院        谷川 弘子 

滋賀県歯科医師会         奥村 喜与子 

滋賀県薬剤師会          丹波 卯子 

滋賀県看護協会          日永 めぐみ 

滋賀県歯科衛生士会        溝井 敬子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   岩本 香奈 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   奥井 さよ子 

滋賀県健康医療福祉部       田村 奈那子 

滋賀県立総合病院         米澤 寿裕 

 

【事務局】 

滋賀県立総合病院         田井 佑樹 

 

 

 

欠 席 者 彦根市立病院           黒丸 尊治 

彦根市立病院           秋宗 美紀 

高島市民病院           髙橋 有和 

淡海医療センター         堀 泰祐 

済生会滋賀県病院         権 哲 

近江八幡市立総合医療センター   赤松 尚明 

東近江総合医療センター      坂野 祐司 

岩本整形外科           岩本 貴志 

滋賀県医師会           堀出 直樹 

 

 

（※敬称略） 



 

議 事 概 要 【審議・報告事項】  

１．令和４年度緩和ケア推進部会の実施報告 

令和４年度に予定されていた部会事業については今回の緩和ケア推進部会にて全て

終了となることから、年度末の最終評価について報告。 

・緩和ケア推進部会については計画通り年３回実施。加えて、１月には臨時部会の開催 

も行った。 

・緩和ケア研修会については年９回実施、各施設１回ずつの開催となった。 

・緩和ケアチーム研修会については当初９月に対面方式での集合開催を予定していたが 

 コロナの流行状況を勘案し、12月にWEB開催にて実施。 

・ELNEC-J研修会については各所属施設に参加者が集合し、グループワーク等は各所属 

 施設にて、講義は参加10施設をWEBで繋いで行うハイブリッド方式にて開催。 

・世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座については、講師を招いて集合開催予定 

 であったが、コロナの流行状況を勘案し、講師の講演を事前録画しオンデマンド配信 

へと変更し実施。 

長引くコロナ禍により、各施設・各研修会の開催判断が難しい中、WEBを活用しながら

学びを止めることなく概ね計画通りに実施することが出来た。よって、評価については

「A」評価として判定。 

 

PDCAチェックリストについては、緩和ケア研修会が院外参加者の受入や開催可否等判

断が難しい中、概ね計画通りに実施出来たことを評価。コロナ収束後は院外の参加者も

受入れ、各開催施設を中心として地域全体で学びを深めていきたい。 

緩和ケア研修会の受講率算出方法について、令和５年１月に実施した臨時部会の内容

を再度報告。 

 

 

２．滋賀県緩和ケア研修会について 

＜年間実施報告＞ 

 令和４年度は研修会開催回数９回。修了者数については医師147名、医療従事者29名 

合計176名となった。令和２年度がコロナ流行により研修会の中止が相次ぎ、年間修了者

数が58名であったことを考えると、本年度176名であることはWEBを活用しながら学びを

止めなかった成果であると言える。 

 コロナ禍で在宅医療への注目がより高まっており、開業医との連携は必要不可欠。次

年度以降、緩和ケア研修会への院外参加が可能となれば積極的にお声がけいただきた

い。 

 

＜第６回市立長浜病院＞ 

参加者は医師11名（市立長浜病院・長浜赤十字病院の２施設の医師）。次年度以降はか

かりつけ医にも案内を出す予定。 

 

＜第７回滋賀医科大学附属病院＞ 

参加者42名（医師37名、歯科医師４名、薬剤師１名）。院外からの参加者は無し。 

 

＜第８回済生会滋賀県病院＞ 

 参加者14名（医師12名、看護師２名）。 

 

＜第９回彦根市立病院＞ 

 参加者24名（医師16名、看護師３名、その他５名）。その他については薬剤師２名、歯科衛

生士２名、理学療法士１名。 

 

 

 



 

３．滋賀県緩和ケアチーム研修会について 

 緩和医療学会セルフチェックプログラムを用いたピアレビューにて各施設の情報交

換・問題共有が出来、PDCAサイクルを回す形が整った。 

 R５年度については彦根市立病院主催での開催にて相談進めていく。また、第四期推進

計画の内容も踏まえ、県担当者とも相談しながら計画を進めていく方針。 

 R４年度研修会後に集約した各施設からの質問事項については、県からの回答後、ワー

キンググループより報告予定。 

 

 

４．ELNEC-J研修会開催報告および令和５年度開催計画案について 

10施設41名の参加となり、前年度よりも規模拡大しての開催となった。次年度につい

てはWEBを活用したハイブリッド開催にて検討。 

現状、下記のような問題点があり、次年度は対策を講じていきたい。 

・開催施設が増加することで調整等が難しくなっており、開催施設の集約が必要と 

なっている。 

 ・開催施設が多くなると各施設の参加者が少なくなり、グループワークの質低下へと 

  繋がる懸念。 

 ・指導者が参加可能な施設での開催となっているため、在宅を支えるスタッフの 

  参加が出来ていない（院外参加が難しい）。 

 

 各圏域「大津」「湖南・湖西」「東近江」「湖東・湖北」にて合同開催を検討していただ

きたい。 

 

 

５．令和５年度の開催スケジュールについて  

各種研修会の現時点での開催スケジュールについて報告。 

令和５年度より緩和ケア推進部会についても他研修会と同様、年度当初に開催日を決

める方式へ変更。令和５年度は７月６日、11月30日、３月７日の３回開催予定。集合開

催、WEB開催となるかは状況を見ながら判断。 

世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座については、11月18日に長浜市湖北文化

ホールにて開催予定。詳細は決まり次第発表。 

 

 

６．緩和ケア病棟の情報共有について 

 ネットクラウド上で各施設の病床状況やCOVID19関連の情報を共有し始めた（５施

設）。日々時勢を見ながら緩和ケア病棟運営を考えていく必要があり、リアルタイムで情

報共有できることは強みになる。 

 

ネットクラウド上で情報共有ができる事が分かった、この活用を拡げられるのではない

か。 

例えば；緩和ケア研修会の情報共有 

  →コロナが５類となった場合、院外参加の可否状況の情報 

  →研修会参加者の職種内訳の情報（多職種の参加も促していきたい） 

本件への参加については各施設自由とし、まずは見本を共有する。普段から繋がり、気

軽に質問等出来る関係を構築できたらベスト。 

 

 

７．滋賀県がん患者団体連絡協議会からの連絡事項 

 がんサロンを院内で開催出来ておらず、院内開催が復活出来ることを願っている。ま

た、在宅での緩和ケアを行う開業医についての情報が乏しく、情報共有出来たらと考え

ている。 



 

 近時はがん教育のスピーカーバンクに注力しているが、患者だけで話すのは難しく、

病院の相談支援センターと一緒に話せるサロンが出来たらと考えている。 

 患者アンケートについては2019年実施時よりも回収率が上がった。現在報告書を作成

中であり、４月以降に報告出来る見込み。また、協議会HPをリニューアルしており、４

月に公開予定。「緩和ケアについて」というページも作成しており、情報を広く発信でき

るページを作っていきたい。 

 

 

８．事務局からの連絡 

＜研修会参加依頼書の簡素化について＞ 

 各種研修会やその事前打合せの際に事務局から参加施設宛てに送付している研修参

加依頼書の作成・送付方法について変更。 

 

以上 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ５年 ３月 ２日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


